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■7～9月期 GDP成長率は大幅マイナス 

新型コロナ感染抑制のための厳しい活動制限によ

り、ベトナムの 2021 年 7～9 月期実質 GDP 成長率は

前年同期比▲6.2％と、前期の同＋6.6％からマイナ

スに転じた（右上図）。製造業の実質 GDPは同▲2.7％

（4～6月期同＋13.5％）と大きく落ち込んだが、そ

の背景として工場操業への厳格な条件（製造業の従

業員に対し住宅地からの通勤を認めず、「労・食・

住」を工場内に集約する必要）が課されたことがあ

り、多くの工場が稼働できなくなったことが大きく

影響した。また、国内の消費や投資活動も停滞し、

サービス業は同▲7.8％（同＋4.3％）、建設・不動

産業は同▲9.0％（同＋4.6％）と大幅に落ち込んだ。 

10月に入り、新型コロナ新規感染者数が一日あた

り 3, 000 人前後と、8 月下旬のピーク時の同 15,000

人前後から大きく減少する等、感染状況は落ち着きつ

つある。政府は活動規制を徐々に解除しており、10

月1日には約3ヵ月続いていたホーチミン市での外出

規制が段階的な緩和が始まった。とはいえ、まだ 10

月前半の段階では、小売店・娯楽施設、職場の人出が

基準値（新型コロナ前の曜日別中央値）の▲50％まで

しか持ち直していない等、回復ペースは鈍い（右下図）。

今後を展望しても、ベトナムでのワクチン接種完了率

は10月16日時点で18％とまだ低位であることから、

活動規制を大幅には緩和できない状況にある。10～12

月期の実質 GDP 成長率は、7～9 月期からは改善する

ものの、引き続き前年同期比では小幅ながらマイナス

となり、本格回復は来年以降になると見込まれる。 

■政府は景気対策を加速、中銀は緩和継続の見込み 

厳しい経済環境が続くベトナムでは、当局による景気対策にも注目が集まっている。新型コロナ禍で

の活動規制の影響により政府活動も停滞しており、9 月の公共投資は前年同期比▲32％と大幅な減少と

なった。公共投資は 9月時点で 2021年予算の 47.4％しか消化できていないことから、ファム・ミン・チ

ン首相は自治体等に対し、予算執行を速めることを求めている。金融政策については、ベトナム国家銀

行（中央銀行）は 2020 年に計 3 回の利下げ（リファイナンス・レートを 6.0％から 4.0％へ引き下げ）

した後も、大幅な緩和が維持されている。足元では世界的な資源価格高騰を背景にエネルギー価格が上

昇傾向にあるものの、景気の大幅悪化が物価の上昇を抑制しており、9月の CPIは前年同期比＋2.1％と、

政府目標の 4％を大きく下回る状況にある。当面は、景気下支えが最優先課題であり、政府による公共投

資の加速と、中央銀行による金融緩和の継続が見込まれる。 
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